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工事用
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排煙パネル / 排煙マドには HR30 と HK30 があり、 それぞれ単装と連装があります。

※ ブラケットやダンパー、 オペレーター等の金物は、 オペレーター工事の範疇となるため、

この工事では取付けはありません。

HR30 単装 HR30 連装 （図は２連）

HK30 単装 HK30 連装 （図は２連）

注意事項

施工する前の建具や枠材は直射日光の当たらない場所へ保管してください。

保管の際には、 長時間の横積を避けてください。 建具の変形の原因となります。

①

建具に物を立て掛けたり、 建具と枠の間に物を入れたりしないでください。 ケガをしたり、

建具に障害が発生する恐れがあります。

②

③

⑤ 仮止めプレートで仮固定をしていない状態だと障子が倒れて来ますので、 施工中は頭上に

注意し、 取付けが完了したら必ず仮止プレートで固定してください。

④ 作業は必ず２人以上で行なってください。

１． 排煙パネル / 排煙マドの種類

工事手順について

連結枠 上枠

滑車

縦枠

ダンパー

下枠障子

障子 障子 障子

障子 障子

オペレーター
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３． 外枠の組み立て

右図のように外枠接続ピースを

使って外枠を組立ててください。

連装の場合は右図のように

連結枠接続ピースも使って

組立ててください。

縦枠 連結枠

5
5

上枠

下枠

排煙パネル / 排煙マドの枠を組む際は下記の点に注意して組立ててください。

２． 枠の見分け方

工事手順について

連結枠

縦枠

連結枠

接続ピース

外枠接続ピース

上枠

上枠

皿頭小ネジ Ｍ４×１２（Ｄ６）

下枠

下枠

ダンパー

取付け位置

ダンパー

取付け位置
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４． パッキンの仕舞い

パッキンのコーナー部分は縦方向の

パッキンの上に横方向のパッキンの

先端を重ねるようにしてください。

５． 開口部への外枠の取付け

右図のように上下左右の外枠を開口部に

皿頭のドリルネジで取付けてください。

この際、 下げ振りや水準器、 場合に

よってはレーザーなども使って水平垂直

や前後 ・ 左右の転びを調整しながら

取付けてください。

※ 上枠とそれ以外の外枠では取付け

に使用するネジが違うので注意して

ください。

　上　 枠　　＝皿頭ドリルネジ ４×６０

縦枠 ・ 下枠＝皿頭ドリルネジ ４×５０

工事手順について

横方向のパッキンの

先端を上に重ねる

レーザー 下げ振り 水準器
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６． 障子部分を外枠に取付ける

右図のように障子部分にメス丁番をネジ

固定し、 そこにオス丁番を仮止めした

状態で出荷いたします。

丁番の向きは作業終了後に障子部分

が外れることの無いように両方のオス

丁番の突起部分が外を向くように取付

けてあります。

取付けの際は丁番の向きを変えない

ように注意してください。

先ず、 右図のように片方のオス丁番を

下枠に仮固定し、 仮固定した丁番に対応

する障子側のメス丁番を差し込みます。

もう一方のオス丁番をメス丁番に差し

込んだ状態のまま、 オス丁番を外枠に

固定します。

７． 各部の確認と調整

パッキンのあたりを確認し、 周囲のチリが６mm になるように調整してください。

調整が終了したら丁番を固定しているネジを本締めしてください。

工事手順について

メス丁番

オス丁番（もう一方のオス

丁番は抜かずに作業する）

オス丁番

メス丁番

図の箇所のネジを緩めれば丁番の位置を調整する

ことができます。

・ 図の様にして丁番を外して丁番ライナー

の枚数を減らす、 または枚数を増やし

て丁番ライナーの枚数を調節することで

ドアの垂れの調整が出来ます。

パッキン

下枠

外枠と障子のチリは ６ｍｍ

になるように丁番ライナーを

使うなどして調整してください。

連装の結合枠と障子のチリは

６ｍｍ になるように丁番ライナー

を使うなどして調整してください。

６ ６ ６

６

下枠

丁番ライナー

　　１ｔ=２枚
０．５ｔ=１枚

皿頭小ネジ

Ｍ５×１５（Ｄ８）

丁番裏板固定ネジ

トラス頭小ネジ Ｍ４×１２

（ライナー調整する時は

このネジを緩めない。）

このネジを緩める。

皿頭小ネジ（５ヵ所）

このネジを緩める。

トラス頭小ネジ Ｍ４×１２
※ このネジを緩める際は、完全に

取外さないよう注意してください。
少し緩めるだけで丁番は動きます。
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８． 外枠の接合部にコーキングをうつ

気密性を高めるため、 縦枠や

結合枠と上枠や下枠の結合部分

にコーキングをうってください。

９． 仮止めプレートで扉を仮固定

丁番の本締めが終了したら障子を閉めてください。 オペレーター工事が終わるまで

障子が不意に倒れてしまわないように、 外枠に付いている仮止めプレートの

ネジを緩め、 プレートを９０度廻して障子を抑えます。

※ 障子が不意に倒れることを防止する目的なのでネジの本締めは不要です。

なお仮止めプレートを廻す際、 枠材等と強く擦れると枠材表面の塗装が

剥がれてしまう恐れがあるので注意してください。

ここまでの作業が終了したら、 オペレーター工事に引き渡します。

工事手順について

コーキング

仮止めプレート 仮止めプレート
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